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と singlesuperposition で表わされる｡密度行列 pS-極S><¢S‖こ関してpSl, pS2
が対角形にとれる表示が存在 し,この表示のもとで¢Sは相対状態表示 されたsinglesuper-
position で表わされる (正準表示 )o実際 pSl… trPces2PS-=(AA･)LkLbi><帖ik
ps2-tracesIPS-=(A･A)ZJOj,<OzL,(A)ij-ai,とする･t,AA･,A･A を対角化}イ ー tJ ノ し～
する行列 打,Vが存在 し,A-U-1AUは (A)ik-ai∂ikとなるOこのときpSl-∑anam*- ～ o ■】 __ _._.1払
f¢n,<¢訂 ps2-富am,am*,ETm,><7m･1と対角形になり¢Sも¢S-冨angmTnと表わされ′ヽ′ ′ヽ■′ ′■′
る｡このとき,A,Bをそれぞれ Sl, S2の作用素と想定し,それぞれ非縮退固有関数 (¢昌,
′■≒_I
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E=∑l >61< l廿 l蓄∠′l >t∠,∠′<J′l～
を考えるoここに対角項 tEll,非対角項 ttl,J′Iは一般に確率変数 とするo従って/､ミル
トニアンの集合に対して確率 1で成り立っ性質が問題となるO時刻 i -0で an(0)-∂n,oなる
初期条件を与え波束の運動 ¢(i)-∑an(i)ln>を考えPn(i)-lan(i)l2 とするとき, 確率 1でn
P.W … limPo(i)>0かどうかを問題とし,P.cx'が正なら拡散不在と定義するlo)p.cD-Oの場合t→∞ 完或
でもPo(i)が充分ゆっくり減衰すれば差 po(i)dt-∞が確率 1で起 り得るoこれを弱拡散不
在と定義する2.)
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